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や
下
水
道
の
機
能
停
止
を
防

0
1
5
年
版

ー」
を
策
定

止
す
る
た
め、
維
持
管
理
と

し 、
点
検
・

調
査 、
修
繕
・

改
築
を一
体
的
に
捉
え

て
計

改
築
な
ど
の
計
画
策
定
か
ら

画
的
・

効
率
的
に
管
理
を
行

対
策
実
施
に
関
わ
る一
連
の

う
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

流
れ
を
対
象
に 、
地
方
公
共

を
推
進
し

て
お
り 、
ガ
イ
ド

団
体
が
維
持
管
理

・
改
築
に

ラ
イ
ン
策
定
な
ど
の
技
術
的

関
わ
る
方
針
（
ス
ト
ッ

ク
マ

支
援
や
財
政
的
支
援
を
行
っ

ネ
ジ
メ
ン
ト

実
施
方
針）
を

て
い
る 。
ま
た 、
下
水
道
管

策
定
・

実
行
す
る
際
の
参
考

き
ょ

の
現
状
や
老
朽
化
対
策

と
し

て、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ

の
必
要
性
に
関
す
る
国
民
の

メ
ン
ト
の
基
本
的
な
考
え
方

理
解
を
深
め
る
た
め、
点
検

の一
例
を
示
し

て
い
る 。

の
実
施
状
況
や
点
検
結
果
な

ま
た 、
財
政
的
な
支
援
と

ど
を
取
り
ま
と
め
た
「
下
水

し
て
16
年
度
に
「
下
水
道
ス

お
よ
び
防
食
工
事
の
P
R
弾

長

化
を
図
っ

て
い
く
方
針
だ 。

会

道
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
親」
を

ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

支
援

公
表
し

て
い
る 。

制
度」
を
創
設 。
ス
ト
ッ

ク

雄

三
品
文
雄
会
長
に
活

動
の
現

文

状
を
伺
っ

た
（
以
下
談） 。

品

15
年
度
の
下
水
道
法
改
正

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
の
策
定

で
は
下
水
道
の
維
持
修
辮
基

と 、
計
画
に
基
づ
く
点
検
・

三

修
繕
・

改
築
・

補
修
工
法

準
が
創
設
さ
れ 、
管
き
ょ

の

調
査 、
改
築
を
支
援
す
る
こ

口 .

の
ガ
イ
ド

ブ
ッ

ク
（
仮
称）

う
ち
腐
食
す
る
恐
れ
が
大
き

と
で 、
施
設
全
体
の
持
続
的

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
食

は 、
当
協
会
会
員
各
社
が
保

い
箇
所
は
5
年
に
1
回
以
上

な
機
能
確
保
お
よ
び
ラ
イ
フ

協
会
は
協
会
の
認
知
度
向
上

有
す
る
上
水
道 、
下
水
道
や

の
点
検
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を

に
向
け
た
活

動
を
積
極
的
に

農
業
集
落
な
ど
水
処
理
施
設

と
な
っ

た 。
ま
た 、
事

業
計

図
っ

て
い
る 。

展
開
し

て
い
る 。
発
注

者
や

に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構

画
に
お
い

て
点
検
の
方
法
・

ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
向
け
の
エ

造
物
の
修
繕
・

改
築
・

補
修

頻
度
が
記
載
事
項
と
し

て
追

計
画
の
策
定
が
全
国
的
に
進

法
選
定
に

資
す
る
「
修
繕
・

エ
法
お
よ
び
材
料
を
取
り
ま

加
さ
れ
て
い
る 。

む
な
か
で 、
国
交
省
で
は 、

改
築
・

補
修
丁
法
の
ガ
イ
ド

と
め
る
も
の
で 、
協
会
技
術

国
交
省
で
は
法
改
正
を
受

維
持
管
理
情
報
を
効
率
的
に

ブ
ッ

ク
（
仮
称）」
の
発
刊
を

委
貴
会
で
編
集
作

業
を
進
め

け
て
「
下
水
道
事

業
の
ス
ト

蓄
積
し

て
修
鱚
や
改
築
に
活

控
え
る
ほ
か 、
日
本
下
水
道

て
い
る 。

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
施
に

用
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ

協
会
が
主
催
す
る
「
下
水
道

ガ
イ
ド

ブ
ッ

ク
は
CD
調
査

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ー

2

ク
ル
の
確
立
を
各
地
方
公
共

展」
へ
の
初
出
展
な
ど
協
会

・
診
断
全
般
②
防
食
被
覆
工
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法
と
し

て
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し

・
防
食
・

修
繕
等
に
係
わ
る

て
い
る
（
図，
1) 。
こ
の
他

優
れ
た
技
術
・

丁
法
の
普
及

に
も
協
会
認
定
製
品
と
し

を
推
進
し

て
い
る

9

下
水
道

て、
劣
化
部
除
去
後
の
断
面

用
マ
ン
ホ
ー

ル
更
生
工
法
お

修
復
材
料
と
し

て、
超
微
粒

よ
び
防
食
工
法
・

シ
ー
ト
ラ

子
高
炉
ス
ラ
グ
系
耐
硫
酸
モ

イ
ニ
ン
グ
エ
法

と
し

ル
タ
ル
「
z
モ
ル
タ
ル
A

て、
ジ
ッ

ク
ボ
ー
ド

M
工
法

R」
な
ど
も
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ

の
建
設
技
術
審
査
証
明
（
下

し
て
い
る 。

水
道
技
術）
第
2
1
2
4
号

下
水
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構

を
取
得
し

て
い
る 。

造
物
の
腐
食
珊
境
条
件
や
供

ま
た 、
下
水
道
自
立
マ
ン

用
条
件 、
維
持
管
理
特
性
等

ホ
ー

ル
更
生
工
法
と
し

て
ジ

に
応
じ

て
適
材
適
所
の
エ
法

ッ
ク
ボ
ー
ド
J

工
法
の
建
設

を
選
定
す
る
こ
と
に
よ
り
施

技
術
審
査
証
明
（
下
水
道
技

設
の
長
寿
命
化
が
可
能
に
な

術）
第
1
9
0
7
号
を
取
得

る 。

し
て
い
る 。
更
生
工
法
は
耐

菅
路
部
会
認
定
工
法

荷
性
能
や
耐
震
性
能
等
を
有

2
0
1
6

す
る 。

年
6
月
に
J

各
種
防
食
工
法
は 、
「
下

E
R
コ
ン
ク

水
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物

リ
ー
ト

補
改

の
腐
食
抑
制
技
術
及
び
防
食

修
協
会
内
に

技
術
マ
ニ
ュ

ア
ル」
で
分
類

管
路
部
会
が

し
て
い
る
各
種
腐
食
環
境
に

発
足
し 、
管

対
す
る
適
合
性
を
有
し 、
全

路
施
設
（
マ

国
各
地
の
下
水
処
理
水
槽．

ン
ホ
ー

ル
・

マ
ン
ホ
ー

ル
・

管
渠
等
で
多

管
渠
等）
の

数
の
施
工
実
績
を
有
し
て
い

改
築•
更
生

る 。

コンクリ ー ト劣化状況（上）と
補修・改修・防食完了後

塗布型ライニングエ法

シートライニングエ法

モルタルライニングエ法
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コンクリ ー トの

下
水
処
理
施
設
（
処
理
場

・
ポ
ン
プ
場
・

管
渠
・

人
孔

等）
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

施
設

で
は 、
硫
化
水
素
に
起
因
し

て
生
成
さ
れ
る
硫
酸
に
よ
る

腐
食
劣
化
が
生
じ
る
こ
と
は

周
知
の
と
お
り
で
あ
る 。
下

水
道
は
高
普
及
率
時
代
で
あ

り 、
膨
大
な
施
設
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
る
と
と
も
に 、
老
朽

化
と
劣
化
が
進
む
た
め、
今

後 、
こ
れ
ら
の
施
設
を
維
持

管
理
し
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
に
は 、
計
画
的
に
体
系
的

で
効
率
的
な
補
改
修
対
策
を

行
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て

い
る 。J

E
R
コ
ン
ク
リ
ー
ト

補

改
修
協
会
は
塗
布
型
ラ
イ
ニ

ン
グ 、
シ
ー
ト
ラ
イ
ニ
ン

グ 、
モ
ル
タ
ル
ラ
イ
ニ
ン
グ

工
法
な
ど
各
種
の
材
質
に
よ

る
様
々
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
防

食
被
覆
工
法
を
協
会
認
定
エ

ジックレジンJE工法

ジックライトII ・皿工法

カーボンセラミックエ法

ジックレジンKG工法

ジックボードGR工法
（旧ジックボードエ法）

zモルタルKS500工法

図一 l

自
立
鰐生
ホ此
で
審
木且
証
明

適
材
適
所
の
エ
法
選
定
可

エポキシ樹脂系

エポキシ樹脂積層仕様

耐有機酸エポキシ樹脂系

セラミyクパウダー入りエポキシ樹脂系

ビニルエステル樹脂系FRP複層版

2
0
2
1

年
度
末
に
お
け

る
下
水
道
管
き
ょ

の
総
延
長

は
約
49
万
ヂ
区
に
及
ん
で
お

り 、
こ
の
う
ち
管
き
ょ

の
標

準
耐
用
年
数
で
あ
る
50
年
を

経
過
し
た
延
長
は
約
3
方
式

認
と
な
っ

て
い
る 。
下
水
道

施
設
の
多
く
は
1
9
7
0
年

代
S
2
0
0
0
年
代
前
半
に

か
け

て
整
備
さ
れ
て
お
り 、

耐
用
年
数
を
超
過
し
た
管
き

ょ
の
延
長
は
10
年
後
に
は
3

倍
近
く
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
い
る 。
一
方
で 、
全
国
の

下
水
処
理
場
約
2
2
0
0
カ

所
の
う
ち 、
機
械
・

電
気
設

聞

備
の
標
準
耐
用
年
数
で
あ
る

15
年
を
経
過
し
た
処

理
場
は

新
約
2
0
0
0
カ
所
と
9
割
以

上
を
占
め
て
い
る 。
眼
ら
れ

ト

た
予
算
の
な
か
で
下
水
道
の

維
持
管
理•
更
新
を
行
う
た

．

め
に
は 、
管
き
ょ

や
処
理
場

な
ど
下
水
道
施
設
全
体
の
な

ン

か
で
優
先
度
な
ど
を
評
価
し

て
計
画
的
に
実
施
し

て
い
く

メ

必
要
が
あ
る 。

国
土
交
通
省
で
は 、
日
常

生
活
や
社
会
活

動
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
事
故
の
発
生
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法
③
防
水
材
料
・

エ
法
④
断

面
修
復
材
料
・

エ
法
⑤
補
強

筋
・

補
充
筋
材
料
・

エ
法
⑥

ひ
び
割
れ
処
理
材
料
・

エ
法

⑦
端
部
処
理

・
シ
ー
リ
ン
グ

材
料
⑧
そ
の
他

|
ー

の
8
つ

の
大
分
類
の
も
と 、
対
応
す

る
施
設
や
工
法
の
特
徴
な
ど

で
さ
ら
に
分
類
し

て
1
4
0

件
以
上
の
エ
法
・

材
料
を
掲

載
す
る
予
定
だ 。
防
食
被
覆

工
法
だ
け
で
な
く
付
帯
す
る

材
料
や
工
法
に
つ
い

て
ま
と

め
た

資
籾
は
初
め
て
で
あ
り

発
注

者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
活
用
に
期
待
し
た
い 。

ま
た 、
ガ
イ
ド

ブ
ッ

ク
の

耐硫酸モルタル

協会認定工法のラインアップ

作
成
を
進
め
る
な
か
で
会
員

社
が
増
加
す
る
効
果
も
あ
り

協
会
の
認
知
度
向
上
に
も
寄

与
し
た
と
考
え

て
い
る 。

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で
協
会

活
動
も
大
き
く
制
限
さ
れ
て

い
た
が 、
行

動
制
限
の
緩
和

も
あ
り 、
防
食
工
事

業
界
の

知
名
度
向
上
に
向
け

て
本
格

的
に
活

動
を
再
開
す
る
必
要

が
あ
る 。
定
期
社
異
総
会
は

22
年
度
に
引
き
続
き 、
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
で
の
開

催
を
予
定
し

て
い
る 。
総
会

開
催
後
に
は
修
繕
・

改
築
・

補
修
工
法
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ

ク

（
仮
称）
の
内
容
説
明
を
行

い
た
い
と
考
え

て
い
る 。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
食
は
新

築
の
施
設
で
の
防
食
工
事
は

概
ね
完
了
し 、
転
換
期
に
あ

る 。
今
後
は
既
設
施
設
に
お

け
る
防
食
工

事
や
防
食
更
新
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ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
P
R
強
化

めに業夕市て動えす

140
以
上
の
エ
法・
材
料
掲
載

にな

団
体
に
促
し

て
い
る 。
I
C

T
を
活
用
し

て
膨
大
な
維
持

管
理
情
蝦
な
ど
を
デ
ー

タ
ベ

管
き
ょ
情
報
電
f
化
促
進

技
術・
財
政
両
面
で
支
援

(4) 

イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
が
社
会
的
課
題
と
な
り 、
下
水
道
施
設
・

管
路
に
関
し

て
も
老
朽
化
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る 。
下
水
道
施
設
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
食
に
よ
る
腐
食
抑
制
技
術
の
活
用
が
必
要
と
な
る
う
え 、
膨
大
な
ス
ト
ッ

ク
が一

斉
に
老
朽
化
し

て
い
く
こ
と
か
ら 、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
も
重
要
と
な
る 。
本
特
集
で
は 、
国
士
交
通
省

に
よ
る
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
の
取
り
組
み
を
は
じ
め、
防
食
関
連
団
体
の

動
向
を
紹
介
す
る 。

ー
ス
化
す
る
こ
と
で 、
維
持

管
理
情
親
を
起
点
に
計
画
策

定
や
修
繕`

改
築
を
行
う
P

下水道の維持管理

D
C
A
サ
イ
ク
ル
か
ら
C
A

下
水
道
管
き
ょ

に
つ
い

P
D
サ
イ
ク
ル
ヘ
の
転
換
を

て、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

支
援
す
る
た
め、
「
維
持
管

(
G
I
S)
を
基
盤
と
し
た

理
情
報
等
を
起
点
と
し
た
マ

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
に
点
検
調
査

ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
確
立

な
ど
の
維
持
管
理
情
親
を
蓄

に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン」

積
し

て
い
る
地
方
公
共
団
体

を
策
定 。
19
年
度
に
管
路
施

は 、
21
年
度
末
で
38
％
に
留

設
編 、
20
年
度
に
処
理
場
・

ま
っ

て
い
る 。
21
S

25
年
度

ポ
ン
プ
場
施
設
編
を
公
表
し

を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
5

て
い
る 。

次
社
会
資
本
整
備
重
点
計

22
年
度
に
は
財
政
的
な
支

画」
で
は 、
管
路
施
設
の
マ

援
と
し

て
「
下
水
道
情
親
デ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
向
け
た
基
本

ジ
タ
ル
化
支
援
事

業」
を
開

情
親
等
の
電
子
化
の
割
合
を

始
し
た 。
下
水
道
管
き
ょ

に

25
年
度
ま
で
に
1
0
0
％
と

関
す
る
紙
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ

す
る
目
檬
を
掲
げ
て
お
り 、

情
袈
を
電
子
化
す
る
た
め
に

国
交
省
で
は
支
援
制
度
の
活

必
要
な
経
費
を
支
援
す
る
と ＇
用
を
図
る
こ
と
で
目
糠
の
達

し
て
お
り 、
26
年
度
ま
で
実

成
を
図
る
方
針
だ 。

施
す
る 。

工
事
の
需
要
が
期
待
さ
れ
る

と
と
も
に 、
硫
化
水
素
に
よ

る
劣
化
だ
け
で
な
く 、
有
機

酸
や
高
濃
度
炭
酸
な
ど
に
よ

る
劣
化
や
複
合
劣
化
な
ど
に

対
応
し
た
エ
法

f

材
料
の
開

発
・

提
案
や
診
断
な
ど
も
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る 。
既

設
の
防
食
被
覆
層
の
調
査
・

診
断
を
行
う
た
め
の
人
材
育

成
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う 。

協
会
と
し
て
も
診
断
を
行
う

技
術

者
向
け
の

資
格
制
度
の

創
設
も
検
討
し
た
い 。

既
設
施
設
の
防
食
工
事
・

防
食
更
新
工
事
が
中
心
と
な

る
な
か
で 、
新
築
の
場
合
と

歩
掛
が
同
じ

にな
っ

て
い
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い

る 。
既
設
施
設
の
場
合 、
新

設
と
比
べ
て
施
工
環
境
が
悪

く 、
技
術
力
や
手
間
が
必
要

に
な
る 。
そ
の
た
め、
2
0

2
1

年
12
月
に
は
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
防
食
工
事
積
算
資

料」
を
協
会
狐
自
で
作
成

し 、
公
表
し

て
い
る 。
同
槙

算
資
料
は
修
繕
、

改
築
・

補

修
工
法
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ

ク

（
仮
称）
に
掲
載
す
る
と
と

も
に
下
水
道
要
で
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー

ショ
ン
な
ど
で
も
紹

介
し
た
い
と
考
え

て
い
る 。

引
き
続
き
P
R
に
注
力
し 、

同
積
算
資
料
の
活
用
を
発
注

者
に
求
め
て
い
き
た
い 。

当
協
会
が
運
営
し

て
い
る

っしで待t合 しナ埠｛動そ-,)--_ーは き格載ル術l業て者資理士—




